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第１章 開催概要 

１．１ フォーラムの開催趣旨・目的 

 安全・安心な消費生活の実現のためには、消費生活相談を受けられる体制の整備及
び消費者自身の消費者問題解決力の向上に加え、地域全体の消費者問題解決力の向上
が必要であり、そのためには、地域の消費者問題に携わる消費者団体や行政を始めと
する多様な主体が連携・協働し、消費者問題に関する取組を進めることが重要であ
る。 
 そこで、地域の消費者問題に携わる多様な主体の 連携・協働の「きっかけの場」
「つながりの場」となることを目的として本フォーラムを開催するものである。 
 

１．２ フォーラムの概要 

開催名称：令和５年度地方連携推進フォーラムin徳島 
 
テ ー マ ：デジタル社会×若者×自治体 ～未来を築く連携戦略～ 
 
開催日時：令和５年11月17日（金）13:30～15:25 
 
開催方式：オンライン方式（Zoomウェビナー） 
 
配信会場：消費者庁新未来創造戦略本部 消費者庁会議室 

（所在地：徳島県徳島市万代町１丁目1番地 徳島県庁10階） 
 
内  容：〇地方公共団体と事業者による消費者行政に関する取組説明 

〇現役大学生を交えての座談会 
 
主 催：消費者庁 
 
後  援：徳島県 
 
参加者数：オンライン参加者 111名／申込者 139名／アンケート回答者 87名 
 
  



p. 4 
 

１．３ プログラム構成 

TIME LAP CONTENTS 内容 登壇者 

13:00 30 客席開場～客入れ 影ナレ/告知＆注意事項告知＆注意事項 

（司会者） 

消費者庁 新未来創造戦略本部 

行政実務研修員 兼徳 拓也 

13:30 10 開会式 開会挨拶 
消費者庁 新未来創造戦略本部 

本部次長 相本 浩志 

13:40 15 

地方公共団体と事

業者による消費者

行政に関する取組

説明 

「若者の消費者被害の防止に向けて」 
高知県 文化生活スポーツ部 

県民生活課 課長補佐 溝渕 松男 

13:55 10 
「パートナーシップによる SDGs未来都市の

実現」 

徳島市 企画政策部 SDGs推進室 

室長補佐 川口 博史 

14:05 15 
「自治体と連携した ECやフリマアプリ等を

活用した社会課題解決への取組」 

株式会社メルカリ 政策企画参事 

高橋 亮平 

14:20 20 
「徳島県における消費者教育の取組につい

て」 

徳島県 危機管理環境部 消費者くら

し安全局 消費者政策課 消費者行政

グローバル担当室長 小溝 良子 

14:40 10 休憩   

14:50 30 
現役大学生を交え

ての座談会 

（コーディネーター） 

・四国大学短期大学部教授・消費者庁新未来創造戦略本部客員アドバイザー 

加渡 いづみ 

（パネリスト） 

・高知県 文化生活スポーツ部 県民生活課 課長補佐 溝渕 松男 

・徳島市 企画政策部 SDGs 推進室 室長補佐 川口 博史 

・株式会社メルカリ 政策企画参事 高橋 亮平 

・徳島県 危機管理環境部 消費者くらし安全局 消費者政策課 

消費者行政グローバル担当室長 小溝 良子 

・大学生（2 名）（四国大学短期大学部・鳴門教育大学から各 1名） 

15:20 5 閉会式 閉会挨拶 
消費者庁 地方協力課 

課長 加藤 卓生 
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第２章 議事録 

２．１ 開会挨拶 

 

 
消費者庁 新未来創造戦略本部次長の相本

でございます。本日の「令和 5 年度地方連
携推進フォーラム in 徳島」の開催にあた
りまして、私から御挨拶を申し上げます。 
本日、皆様方におかれましては、御多用のところ御来場いただき、また、オンラインで

も御視聴いただきまして、誠にありがとうございます。地方連携推進フォーラムは、地域
の消費者問題に携わる多様な主体が連携協働し、今後の取組に生かしていただくきっかけ
の場となることを目的として、毎年度開催しているものです。 
今年度は、徳島県に御後援をいただきまして、「デジタル社会×若者×自治体 ～未来

を築く連携戦略～」をテーマに、多様な取組を進めておられる登壇者の皆様にお集まりい
ただき、ここ徳島の地から、取組等を御紹介いただく運びとなっております。デジタル社
会の進展により、多様なコミュニケーションやサービスの利用が可能となったことに伴
い、インターネットや SNS 等による情報収集並びに情報発信、加えてオンライン消費の普
及など、近年、デジタル技術を活用した消費生活の幅は急速に拡大しています。 
そこで本日は、高知県、徳島市、株式会社メルカリ及び徳島県の御担当者様から、これ

からのデジタル社会を生きる若者に向けたデジタル技術を活用した消費者教育・啓発等に
関する取組を御紹介いただきます。 
また、取組を御紹介いただいた後の座談会では、四国大学短期大学部の加渡いづみ教授

にコーディネーターをお願いいたしまして、現役大学生の皆様から、消費者目線で行政に
対する御意見、御要望をいただく場を設けており、こちらにつきましても、大変楽しみに
しております。 
最後になりますが、本日のフォーラムが御参加いただく皆様にとって実りあるものにな

りますことを祈念いたしまして、私からの開会の御挨拶とさせていただきます。 
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２．２ 高知県の消費者行政に関する取組紹介 

 

 
 
高知県 文化生活スポーツ部 県民生活課 

課長補佐の溝渕と申します。よろしくお願
いします。それではスライドをお願いしま
す。 
本日は、「若者の消費者被害防止に向けて」と題しまして、本県の若者の消費者トラブ

ルの状況と、昨年度、令和 4年度に実施しました、若者の消費者被害未然防止啓発動画コ
ンテストについてお話をさせていただきます。また、併せてコンテストの受賞作品の動画
も見ていただきたいと思います。 

 
まず、本県の消費者教育についてでございますが、誰もが消費者教育を受けられるよ

う、様々な場で消費者教育の機会を提供し、自ら気づき、判断し、行動することができる
消費者、そしてよりよい社会の発展に寄与するエシカルな消費者の育成を目指し、本年３
月に、第二期消費者教育推進計画を策定しまして、取組を進めているところです。若者、
特に児童生徒の皆さんに向けた取組としましては、県や市町村の教育委員会、また各学校
と連携をいたしまして、消費生活センターが出前講座を実施し、令和４年度ですけれど
も、23 回、2,100 人余りの方に受講いただいております。また、教員を対象とした研修も
年１回実施しております。あと、新成人となる県内全ての高校２年生の生徒に対しまし
て、消費者ハンドブック「オトナガク」を配付しています。消費者トラブルの例や、契約
の基本的なルールなどを記載したもので、新成人になる前にしっかりと読んでいただけれ
ば、トラブルに対応できる内容となっております。 

 
続いて、若者の消費者トラブルの状況でございます。こちらの表紙のキャラクターは、

県立消費生活センターの公式マスコットキャラクター「くまったちゃん」と言います。こ
ちらのほうは着ぐるみも作りまして、様々な広報・啓発活動で活躍をしてもらっておりま
す。続いて、令和４年度に県立消費生活センターで受け付けた全体の相談件数ですけれど
も、2,269 件。令和３年度よりも 46 件増えております。そのうち若者の相談件数ですけれ
ども、20 歳未満が 55件、20 歳代が 158 件で、20 歳代になると急激に増えております。
保護者の元から離れたことが要因の一つではないかと思いますが、こうした成年に達した
ばかりの若者を狙う悪質な業者も少なくありません。 
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続いて、実際に高知県内で起きた 20 歳未満の消費者トラブルを紹介したいと思いま
す。先ほど申しましたとおり、令和 4年度は 55件の相談があっております。相談件数の
多い商品・サービスですけれども、インターネットゲームに関すること、それから化粧
品、健康食品の順になっております。ちなみに令和 4年度の 18歳、19 歳の相談件数は 20
件でございました。令和 3 年度が 18 件でございましたので、成年年齢の引き下げによる
消費者トラブルの増加はほとんど見られませんでしたけれども、我々県としても、様々な
機会を通じて、広報・啓発を行ったことによる効果も、一定あったのではないかと思って
おります。 
次は、実際の相談事例でございます。こちらは中学生の相談内容を書いております。一

つが、息子は「無料アプリを使って友達とやり取りをしたい」と言うので、息子に 3 か月
ほどスマホを貸したところ、携帯電話会社から約 30 万円請求された。支払いを免除して
もらえないか。それから、動画サイトを見て、初回限りのつもりで筋肉増強サプリを注文
したら定期購入になっていたという事例です。続いて、高校生の相談ですけれども、こち
らは動画サイトを見てインターネット通販で除毛剤を注文したところ定期購入になってい
たと。未成年者契約による契約の取消しを申し出たところ、証明書の提出を求められた
が、送信しても大丈夫かと。それから、SNSを介して知り合った女性と友人になったとこ
ろ、「後で返す」と言われ、4万円を電子マネーで払った。お金を取り戻したい、どうすれ
ばいいかといったような相談。それから 20 歳代の学生からの相談ですと、こちらは副業
関係になりますが、SNSを通じて知り合った人に 7 万円を支払ったと。ネットの口コミで
騙されたと気づいた。お金を取り戻してほしい。1 つ飛ばしまして、荷受代行のアルバイ
トに登録して、報酬も受け取っているという事例も発生しております。 

 
こうした若者の消費者トラブルを未然に防ぐためには、消費者問題を他人事から自分事

として捉えることができる消費者の育成が必要となります。 
そこで、本県の取組として実施したのがこちらの「若者の消費者被害未然防止啓発動画

コンテスト」でございます。こちらはもともと徳島県さんが、「若者の消費者被害防止啓
発動画コンテスト」というのを行ったのを高知県でも目にしまして、本県でもやってみよ
うということで、オリジナルということではありません。本県でも、成年年齢が 18 歳に
引き下げられるタイミングで、自分たちが狙われていることを新成人やほかの皆さんに知
ってもらいまして、どのようなことに気をつければ消費者被害に遭わないかを考えてもら
うため、高知県内在住の 13 歳から 25歳を対象とし、「若者の消費者被害未然防止動画コ
ンテスト」を実施することにしました。内容としましては、15 秒部門で、最優秀 1名・グ
ループ、優秀賞 2名・グループ、30秒部門で最優秀 1名人・グループ、優秀賞 2 名・グル
ープ、副賞は、最優秀賞は 3万円分の商品券、優秀賞には 1 万円分の商品券、さらに最優
秀賞の作品は、地元放送局でテレビ CMとして放映というような形で行いました。募集は
８月 15 日から 12 月 2 日まで、およそ 4 月半の期間として、中学、高校、大学にチラシ・



p. 8 
 

ポスターを配付して広報に努めたところでございます。また県内のデザイン専門学校にお
きまして、コンテスト応募を学習課題に取り入れ、作品制作も行っていただきました。そ
の様子を地元テレビ局で取り上げてもいただきまして、同専門学校の制作過程を 5分程度
の特集コーナーとして放映もされました。最終、15 秒、30 秒、合わせて 40 作品の応募
がありました。こちらは受賞作品の審査会のほうですけれども、当課の課長を含めて 5名
のメンバーで審査を行っております。応募いただいた作品はすばらしいものばかりで、審
査に時間を要したとの話も伺っております。こちらが受賞者表彰式でございます。皆さ
ん、笑顔で喜んでいただいております。 

 
それでは、受賞作品を視聴していただきたいと思います。せっかくの機会ですので、全

ての受賞作品をご覧いただきたいと思います。少し 15 秒・30秒と短いので、2 回ずつご
覧いただきたいと思います。それでは動画を流します。 
最初に、15 秒部門の優秀賞作品です。こちらは審査会でも満場一致で最優秀となった作

品で、黒板アートを使った若者らしい作品に仕上がっております。 
(動画)知っていますか？あなたたちは怖～い大人に狙われているんです…なぜかって？ 
18歳から大人の仲間入りだからです。安全な契約でハッピーライフを送りましょう！
「トラブルはいやや！困ったときは 188にお電話ください。 

もう一度行きます。 
(動画) 知っていますか？あなたたちは怖～い大人に狙われているんです…なぜかって？ 
18歳から大人の仲間入りだからです。安全な契約でハッピーライフを送りましょう！
「トラブルはいやや！困ったときは 188にお電話ください。 
 
続いて、30 秒部門の最優秀賞作品です。こちらはアニメーションの作品で、その完成度

もさることながら、ストーリー展開もしっかりしていてすばらしい作品との寸評をいただ
いております。 

(動画)18 歳になったら…いろんなキケンが待ちかまえています！キケンな炎を消すのは
アナタ自身です。困ったときは消費者ホットラインに迷わず相談。 

もう 1 回行きます。 
(動画) 18 歳になったら…いろんなキケンが待ちかまえています！キケンな炎を消すのは
アナタ自身です。困ったときは消費者ホットラインに迷わず相談。 

 
続いて、15 秒の優秀賞の 2 作品をご覧いただきます。1 つが、恐怖心があおられた内容

で、消費者被害の注意喚起という点がよくできた作品との寸評があってございます。 
(動画)親の同意がなくても借りれるの？欲しいものなんでも買ってあげるよ～。18 歳っ
て最高～。また買ってよ～。約束でしょ？はやく返せ。契約取り消しなんてできねえか
らな。一人で悩まないでください。まずはこちらへ。 
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もう１回行きます。 
(動画)親の同意がなくても借りれるの？欲しいものなんでも買ってあげるよ～。18 歳っ
て最高～。また買ってよ～。約束でしょ？はやく返せ。契約取り消しなんてできねえか
らな。一人で悩まないでください。まずはこちらへ。 

 
次にもう一つですけれども、こちらのほうは成人年齢の引き下げやそれに伴うリスクが

15 秒でテンポよく、分かりやすく伝わる作品との寸評をいただいております。 
(動画)ピポピポーン！ 消費者被害のご相談は「188(いやや)」にお電話。ピポピポー
ン！ 消費者被害のご相談は「188(いやや)」にお電話。 
 
続きまして、30 秒の優秀作品になります。一つが高校生の作品とは思えない構成力で、

実写に挑戦している点が高く評価されております。 
(動画)令和４年４月から 18 歳以上の方が親の同意を得ずに契約できるようになりまし
た。しかし、待ってください。18 歳以上のあなたは契約を取り消すことができません。
成人になりたてのあなたは悪質業者に狙われています。あなたにとって不利な契約を押
し付けられる消費者被害に遭わないために。契約には責任が伴います。契約内容をよく
確認し、1人で悩まず、消費者ホットライン「188(いやや)」に相談を。令和４年４月か
ら 18 歳以上の方が親の同意を得ずに契約できるようになりました。しかし、待ってく
ださい。18 歳以上のあなたは契約を取り消すことができません。成人になりたてのあな
たは、悪質業者に狙われています。あなたにとって不利な契約を押し付けられる消費者
被害に遭わないために。契約には責任が伴います。契約内容をよく確認し、1人で悩ま
ず、消費者ホットライン「188(いやや)」に相談を。 

 
次、最後になりますけれども、CGを使った映像のクオリティがとてもすばらしかっ

た。凜と立つ若者のシーンが印象的な作品との寸評がございました。 
（動画）※音声なし 
 
以上が昨年実施したコンテストの受賞作品となります。受賞決定後、このような形でチ

ラシを作成しまして、各学校にお知らせをしております。 
最後に作品の活用についてです。こちらの表は、令和 4 年度に 18 歳以上を対象に実施

した県民意識調査と 18 歳未満の県立高校の 1、2 年生を対象に実施した調査で、普段情報
を得るために利用している手段・メディア等について質問したものでございます。若者は
主にインターネット、SNS、テレビで情報を収集している結果になっております。特に 20
代でございますけれども、インターネットがほぼ 8 割ということで、若者に対しまして、
こうした媒体を活用して広報・啓発を現在進めているところでございます。このほか、テ
レビ CM、デジタルサイネージで動画を流して啓発を行っております。これらの作品を多
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くの人に視聴いただきますとともに、各市町村、消費生活センターとも連携をしながら、
今後も消費者被害に遭わない消費者の育成に取り組んでまいります。 
ご清聴ありがとうございました。これでおしまいです。 
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２．３ 徳島市の消費者行政に関する取組紹介 

 

 
徳島市 企画政策部 SDGs 推進室の川口で

ございます。よろしくお願いします。それ
ではスライドをお願いします。 
私からは「パートナーシップによる SDGs

未来都市の実現」というタイトルでお話をさせていただきます。この後メルカリ様が登壇
をされますけれども、本市とメルカリは包括連携協定を締結しております。その連携に至
った経緯でございますとか、本市における公民連携の枠組みなどにつきましてお話できれ
ばと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 
まずは簡単に市の概要を紹介します。徳島市は、市の北部を流れる吉野川とその支流が

育てた三角州に発達をした四国東部に位置する徳島県の県庁所在地で、人口 25 万人弱、
面積約 190 平方 km の非常にコンパクトな地方都市でございます。また、吉野川をはじめ
とする大小合わせて 134 もの河川が市内を流れているなど、他都市に類を見ない、水と共
に発展してきた水都でございます。そのような水都の魅力を生かすため、徳島市のまちづ
くりの基本的な方針を定める総合計画 2021において、まちの将来像を「わくわく実感！
水都とくしま」と定めております。左の写真は、四国一の大河・吉野川と、まちのシンボ
ル・眉山でございます。また、まちの中心部にも川がたくさん流れていて、水辺で数多く
のイベントなどが開催されております。右側の写真は、市の中心部を巡るひょうたん島周
遊船ですが、駅から徒歩圏内に乗り場があり、まちの風景を川の上から眺めることができ
ます。 
そのような徳島市ですが、令和４年５月 20 日、SDGs の実現に向けて積極的に取り組ん

でいる都市として、国から SDGs未来都市に選定されております。選定にあたりまして
は、「SDGsでまちの未来を創ろう！持続可能なわくわくするまち・とくしまの実現」と題
した提案書を国に提出いたしました。提案書では、ダイバーシティとパートナーシップを
柱とする取組を推進する方針を掲げており、令和４年度から令和６年度までの３年間を計
画期間とする徳島市 SDGs 未来都市計画を策定し、計画的に取組を進めております。 

 
それでは、SDGs推進の柱として位置づけ、本日の主題にありますパートナーシップに

関する取組を紹介させていただきます。本市では、民間事業者とのパートナーシップに基
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づく取組を進めるための指針となる「徳島市公民連携推進ガイドライン」を令和４年 10
月に策定しました。ガイドラインでは、公民連携に係る基本方針としてお示しの 4つを掲
げ、民間事業者との連携協定や SDGs公民連携プラットフォームの見直し、新たな仕組み
として、民間提案制度の創設などに取り組んでまいりました。こうした取組の結果、本日
時点で、本市はお示しの 30 社と包括連携協定を締結しております。なお、協定締結にあ
たりましては、漠然と連携の意思を示すだけでなく、具体的な事業を併せて実施すること
としております。昨年度は８社、今年度は２社と協定を締結しておりますが、市政全般に
わたってお力添えいただけるパートナーを増やしていくという姿勢は、今後も大切にして
いきたいと考えております。 
 
次は、SDGs公民連携プラットフォーム「Co×Lab Tokushima」の解説でございます。

本市では、民間事業者との連携を推進するため、令和３年 4 月から、同プラットフォーム
を徳島市公式ホームページ内に開設しておりましたが、SDGsの達成に向けて、具体的に
どのような課題を市と民間事業者が共有し、連携による取組を進めているのかをより明確
にするため、新たなプラットフォームでは、プロジェクトベースの情報発信を強化するこ
とといたしました。令和５年 3 月に開設し、公民連携に関する本市の基本的な考え方のほ
か、現時点で、7つの公民連携プロジェクトを紹介しています。 
このプラットフォームから、幾つか具体的な公民連携プロジェクトを紹介いたします。

まずは、今年３月から日産サティオ徳島との連携協定によりスタートをした公用車シェア
リングの実証実験です。連携企業が所有する車両を無償で借り受け、平日は市の公用車と
して、休日は、民間事業用のシェアカーとして運用しているものでございます。 
次に、こちらは未来都市計画にも掲載をしている、ひょうたん島周遊船の電動化です。

ヤマハ発動機株式会社との連携事業で、同社が開発している、次世代操船システム
「HARMO」を活用して、周遊船の電動化に取り組んでいます。昨年度も夏と春に計２回
の試乗会を開催しましたが、今年度も８月から 11 月下旬までの間、実証運航を実施して
いるところでございます。 
次に、今年５月より株式会社セブン‐イレブン・ジャパンと取り組んでいるペットボト

ルの水平リサイクルです。市内のセブンイレブン店舗前にペットボトル回収機を設置し、
ペットボトルを新たなペットボトルへと再生する水平リサイクルの取組を推進していま
す。また、併せてペットボトルキャップの回収も行っています。 
このように協定を締結した企業とは、具体的な事業を共に展開しており、行政として

は、その取組の意義を訴えたり、市民に取組への参画を呼びかけたりといった広報活動を
展開しているところでございます。 

 
冒頭申し上げましたメルカリ様とは、令和４年７月 15 日に包括連携協定を締結しまし

た。メルカリといえば、もちろんフリマアプリが有名でございますが、実は、D＆I、ダイ
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バーシティ＆インクルージョンの分野でも、非常に先進的な取組を行われております。本
市もダイバーシティを SDGs 推進の柱としておりますので、その企業理念などを学ぶた
め、令和 4 年度に派遣研修という形で市職員をメルカリに派遣し、D＆I やDX などについ
て学ばせていただきました。そうしたご縁などもありまして、包括連携協定の締結に至っ
たわけですが、具体的な連携項目として、地域の活性化に関することなど５項目を掲げ、
様々な公民連携事業に取り組んでいるところでございます。 
具体的な取組のうち、ベースとなっているのは、徳島市「メルカリ Shops」のオープン

です。本市では従来、官公庁オークションを活用して不要物品の売却を行っておりました
が、出品手続が煩雑であるなどの理由により、施設廃止時などには大量に不要物品が排出
された際、事務処理が追いつかず、結果的に売却など有効活用がされないまま廃棄処分さ
れておりました。そのため、新たな不要物品の売却方法としてメルカリを活用することと
し、市民にリユース文化が浸透するよう、まずは市役所自身がリユース活動に取り組むこ
ととしたものでございます。今年 2 月 17 日にオープンし、廃園となった幼稚園の楽器セ
ットや、広報業務で使用していた壊れた一眼レフカメラなどを出品しました。また、少し
変わりダネとして、徳島市には市営バスを運行する交通局がありますので、壊れて使用不
能となった整理券発行機なども出品したところ、いずれも完売となりました。 
なお、メルカリ Shops は既に多くの自治体で導入が進められておりますが、導入の仕方

は自治体によって様々であるようでございます。徳島市においては、特定の部署のみが特
定の物品を出品するという方式ではなく、全ての部署が必要に応じて随時出品が可能とな
るように仕組みを構築しました。本市の規定では、物品の売却権限は契約監理課という部
署にしか付与されておりませんが、各課が自主的に売却に取り組むことができるよう、事
務の流れなどを整理した不要物品の処分に関するガイドラインを作成いたしました。ガイ
ドラインは、本市のホームページでも公開しておりますので、よろしければ後ほど御覧く
ださい。 
なお、メルカリ様とはメルカリ Shops 以外にも様々な取組を共に進めておりますが、具

体的な取組内容につきましては、この後メルカリ様から紹介があると思いますので割愛さ
せていただきます。 

 
最後に本市における公民連携の今後の展望をお伝えいたします。まず、公民連携の全体

的な枠組みは整ってまいりましたので、今後も SDGs 未来都市として、全国の民間企業と
の連携を拡大していきたいと思っております。ただ、公民連携を進めるにあたっては、
我々市職員の意識を変えていくことも大切であると考えております。公務員という立場
上、どうしても特定の民間企業との連携には、公平公正という観点から二の足を踏むこと
もあります。今後、公民連携をさらに進めていくためには、市が抱える社会課題を市民や
民間企業と広く共有し、その解決に向けて、それぞれの経営資源を活用する中で、互いに
ウィン・ウィンな関係を築いていくことが何よりも重要であると考えております。 
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SDGs が提唱されて以降、特に経済的利益を追求するのみでなく、社会的課題の解決に
貢献しようとする民間企業も数多く出てきております。こうした企業とうまくつながりな
がら、対等な立場で企業の皆様とお話ができるよう、我々市職員も今後努力してまいりた
いと考えております。 
簡単ではございますが、私からの説明は以上でございます。御清聴ありがとうございま

した。 
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２．４ 株式会社メルカリの消費者行政に関する取組紹介 

 

 
よろしくお願いいたします。株式会社メ

ルカリの政策企画参事の高橋でございま
す。今、徳島市さんからご紹介をいただき
ましたけれども、弊社メルカリでは、様々
な自治体連携を取り組んでおりまして、こういったもののご紹介をということで、今日は
ご紹介させていただければと思っております。スライドお願いします。 

 
弊社メルカリのアプリは、現在ダウンロード数ではなくて、月間で何らかの形でメルカ

リのアプリを使っているアクティブユーザーさんが 2,200万人いるというアプリになって
まいりました。人口で割り返すと 6 人に 1 人ぐらいが使っているアプリでございます。 
一方で、弊社創業社長は、こういったメルカリをさらに使ってもらえるようにするとい

うことだけではなくて、メルカリのアプリを社会の公器、公の器にしていきたいというこ
とを申しておりまして、弊社のアプリやビジネスの仕組みが社会課題解決の取組につなが
ればと、このような思いから自治体と連携した様々な取組をさせていただいているところ
でございます。 
 
その一つが、自治体と連携したリユース推進の取組でございまして、メルカリと言うと

様々なイメージがあるかもしれませんけれども、メルカリで物を売るということは、それ
自体がリユースになります。また新品で購入するのを、メルカリで中古で購入することに
変えるということも、これもまたリユースということになりまして、弊社のビジネスを使
っていただくことでリユースが促進できると、こういう取組でございます。こうした取組
を含めて自治体様と連携することで、より社会課題である循環型社会の推進であったり、
リユースの促進ができないかと考えているところでございます。 
先日６月５日が、国連が定めた世界環境デーと、環境省の定めた環境の日ということも

ございまして、環境省の協力の下、国連や自治体様と共催で、これは徳島市さんにも共催
いただいたんですけれども、元環境大臣の小泉進次郎議員はじめ、徳島市長はじめ全国の
市長さんたち、こういった方々に集まっていただきながら、｢SDGs 循環社会推進公民連携
フォーラム」という取組を弊社オフィスにて、公民連携で開催をさせていただいたところ
でございます。また、この後ご説明をさせていただきます、公民連携による循環型社会推
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進の取組については、内閣府の地方創生 SDGs官民連携の優良事例にも選んでいただいた
ところでございます。 
こうした中、今日ご紹介する 1 つが、メルカリの中で民間の法人様であったりとか、事

業者様もアプリに出品できるようになった「メルカリ Shops」というサービスがございま
して、民間の事業者でもこうしてメルカリに出品ができるんであれば、自治体も出品がで
きるだろうということで始めたのが、先ほど川口様からご紹介がありました、自治体と連
携したメルカリ Shops での活用でございまして、こちらの使い道は自治体によっても異な
ってくるんですけれども、粗大ゴミであったりとかそれから自治体備品というものを、多
くの自治体に出品をしていただいておりまして、現在 26 の自治体がこのメルカリ Shops
を使って、様々なものをリユースとして出品をしていただいているところでございます。 
こちらは少し前、3 月 31日現在になるんですけれども、当時は 13 の自治体がこのメル

カリ Shopsに出品をしていただいてまして、500 品以上の商品を当時は販売をしていただ
いておりまして、260 万円ぐらいの売り上げになっていったというところでございます。 
最も売り上げを上げているのが、一番最初に始めていただいた岩手県の山田町というま

ちでございまして、このまちは、統廃合した学校の備品、特に音楽部とかが使った楽器だ
ったりとか、それから跳び箱などの運動用具であったりとか、こういったものから、例え
ば木工室の椅子とか、こういったものまで様々販売をしていただいて、年間 100 万円ほど
売り上げをしていただいているというところでございます。一昔前の公民連携であったり
とか、自治体の新しいモデルというと、どうしても東京の中心であったりとか、それから
大規模な政令指定都市であったりとか、こういったところから始まることが常であったわ
けですけれども、ITを使った公民連携においては、特にこういった地理的要件であった
り、自治体規模、財政規模などによらないでも新しい取組ができるというのが大きな可能
性だと思っておりまして、これを象徴的に表したのが、この山田町が一番売れているとい
うことにも表れているんではないかと思っているところでございます。 
また、このメルカリ Shops での粗大ゴミの販売や、自治体備品の販売だけではなくて、

様々な教育にも取り組んでいただいている自治体もございます。1つは、熊本市様の事例
でございまして、市で持っているメルカリ Shopsのアカウントで、市立高校の高校生たち
が、自ら家庭で使っていない役目を終えたものであったりとか、新品だけれどもそのまま
しまってあるものであったりとか、こういったものを持ち寄って、いわゆるバザーみたい
なものをこのメルカリ Shops で実施をしました。現在の高校生、もっと言えば中学生ぐら
いから、こういった ECに関わる機会というのは増えておりまして、こういったものを使
ってはいけないとただ禁止するだけではなくて、むしろ学校教育現場で EC について学ん
でいただき、ECの利便性や可能性と、また危険性も併せて安心・安全についても学んで
いただくことが重要なのではないかと考えているところでございます。 
また、徳島市とは、このアカウントを使って現在小学校 2校でメルカリ Shops で販売す

るという授業を実施しています。小学校でリユースの勉強をさせていただいておりまし
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て、学校であったり、家庭の中でまだ使えるけれども役目を終えていたりとか、役目が果
たせなくなっていると、こういったものはないかということを探していただいて、小学生
なりにリユースできるものを見つけてそれを販売していこうという授業でございます。こ
の後、来月頭 12 月 1 日を予定しておりますけれども、小学生が考えたリユース品を徳島
市のアカウントで販売する予定でいるところでございます。 
また、リユースについては、世田谷区などでは、ゴミカレンダーという粗大ゴミの捨て

方であったり、また何曜日が燃えるゴミだよというようなことを表記した冊子を毎年全世
帯に配付をしております。こうした中で、どの自治体においてもゴミの問題というのは大
きな行政課題になっておりまして、ゴミの減量やそしてリユースの推進、こういったもの
を促進するために、そのゴミカレンダーの一番裏表紙の目立つところに、そのごみ、捨て
る前にメルカリで出品したら売れるかもしれないよということを表示することによって、
例えば粗大ゴミを捨てようと思っていた人がリユースに転じていただくと、こういうこと
が実践できないかということで取り組んでいるところでございます。 
また、自治体自身での出品はもちろん、自ら解を示すではないですけれども、これまで

啓発活動が主であった循環型社会の推進であったり、3 R の取組について、自治体自らが
リユースに取り組んでいただけるというメリットもあるんですけれども、一方で、市民自
らの活動と両輪で活動していこうということで、市民の皆様に自身でメルカリで出品をす
るということを教える「メルカリ教室」というものも自治体主催で開催をしていただいて
います。 
また、メルカリでは、アプリだけではなくてそれ以外のリユースの取組なども実施して

おりまして、こちらは「メルカリエコボックス」というダンボール箱を、市民の皆様に無
償で配布させていただく取組をやっております。こちらは、今までゴミの分別というと、
例えば缶・ビン・プラスチック・ダンボールのようにリサイクルに取り組むものは分別し
ていたんだけれども、リユースについては分別されることがなく、むしろ高かったから今
は着ないけれどもタンスの奥にしまっておこうとか、ゴルフをやろうと思ってクラブを揃
えたけれども行かなくなったから押入の一番奥に入れておこうというような形で、一番表
に出しづらいところにしまっておいてしまって、それが大掃除になると、断捨離と言って
一気に捨ててしまうみたいなことが世の常であったわけですけれども、そういったものを
このダンボール箱に入れておくことで、ご自身の生活の中でリユースできるものがどれぐ
らいあるのかということを見える化する。こういう分別をご家庭でやっていただくことに
よって、リユースをより身近にしていただくことができないかという取組でございます。
弊社としては、もちろんメルカリで売っていただくのが一番いいわけですけれども、そこ
は弊社のサービスを利用していただかなくても、リユースが推進するということがもっと
大事だということで取り組ませていただいておりまして、この中に入れたものはリサイク
ルショップに持っていっていただいてもよし、またご近所のお子さんにお渡ししてあげて
お譲りするのもよしという形で、皆さんに合った形でリユースを促進してもらうというこ
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とで取り組んでいるところでございます。先行する蒲郡市と加茂市では、この配布した
方々のうち、アンケートに答えていただいた方になりますが、74％の方が実際にこの中に
不用品を入れたとお答えになっていまして、3か月後に取ったアンケートで、入れたもの
が、55％の方がそのうち実際にリユースを実施したと言っておりまして、こういった箱を
配るというだけの取組ですけれども、こうした見える化することによってリユースが促進
するということもできるのではないかと思っているところでございます。ちょうど昨日、
この「メルカリエコボックス」の発表を行いまして、これまで４自治体で実証実験的に実
施していたものを、全国 23 の自治体で配布をするということを開始をさせていただきま
して、この取組には徳島市さんも参加していただいておりますので、徳島市でも、さらに
こういったものも含めて、公民連携によるリユース推進が進めばと思っているところでご
ざいます。 
 
ここからは、リユース以外の公民連携の取組でございます。メルカリのサービスで販売

をしていただきますと、その売上金というのが、メルペイ残高ということでアプリ内でた
まっていきます。もちろん自ら売った売上金については、ご自身でメルカリで何か物を買
うのに使っていただくもよし、また、最近ではキャッシュレス決済なども進んでおります
ので、コンビニやファミレスなど、リアルな店舗でお買い物をするときに使っていただい
ても構わないんですけれども、こういったものを寄付をするということもできますよとい
うのがこのメルカリ寄付の仕組みでございます。3.11のような大きな災害が起きた際に、
この布団を使ってくれとか、これを被災地に渡したいんだというような市民の方が大勢い
らっしゃる中で、自治体様側からすると義援金や支援金などが不足するというようなこと
が起きてまいります。こういった中で物をお譲りしたいという方と、現金で支援するため
の義援金・支援金が集まるという自治体様のニーズをマッチできないかということで取り
組んでるのがこの取組でございまして、皆さんには、物を売ってその売上金を寄付してい
ただくということで、これまで寄付に携わってなかった方々も、スマホ１つで簡単に寄付
ができるということで寄付を始めていただく、また、お手元に現金がなくても、使ってな
いこれが売れたら、じゃあ寄付しようということで、寄付文化が醸成できないかなという
ことで取り組んでいるのが、このメルカリ寄付の取組でございます。現在 29 の自治体で
連携をさせていただいておりまして、都道府県様にも４県で参加をしていただいておりま
して、徳島市様にもこの寄付先になっていただいていますので、ぜひ、今日この動画を見
ていただいている皆さんには、徳島市さんに寄付なども送っていただければなと思うとこ
ろでございます。こういった連携も実施しているというご紹介でございます。 
 
最後に、先ほどご紹介したメルカリ Shops を使った教育プログラムの 1つですけれど

も、最近は EC 販売、これは売ることも含めて様々な若年層にもご利用いただいているよ
うな状況になっております。こうした社会になってきたことを踏まえて、教育においても



p. 19 
 

率先的に取り入れていただけないかということで取り組んでいるのが、この「メルカリ
Shops」 PBL プログラムというアクティブラーニングのプログラムでございます。徳島県
内においても、昨年徳島県立のつるぎ高校さんで授業を実施をしまして、今年は徳島市立
高校さんで同プログラムを実施しているところでございます。民間事業者様にも協力をし
ていただきながら、事業者さんと一緒に商品を考えて、高校生たちが実際に EC で販売を
するという取組を行っているところでございます。こういった取組をしながら、EC いう
ものを身近に感じていただいたりとか、その可能性と、一方で安全・安心についても学ん
でいただきながら、どういう活用の仕方があるのかということを実際に体験をすることで
学んでいただこうというプログラムでございます。 
 
以上が、弊社が取り組んでいる自治体連携の取組でございまして、こういったことを進

めながら、社会のために民間と、また行政が連携して様々な社会課題解決につながってい
けばということで取り組んでいるところでございます。以上でございます。 
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２．５ 徳島県の消費者行政に関する取組紹介 

 

 
徳島県 消費者政策課の小溝と申します。

よろしくお願いいたします。それではスラ
イドのほうをよろしくお願いいたします。
私のほうから、徳島県における消費者教育
の取組について、今日お話をさせていただきたいと思っております。 
 
徳島県では、令和２年７月に徳島県に開設をされました消費者庁新未来創造戦略本部と

連携協力をいたしまして、全国展開を見据えました様々なモデルプロジェクトの展開を図
っております。この消費者教育は、このプロジェクトの１つでございます。その中でも喫
緊の課題としまして取り組んできましたのが、成年年齢引下げを見据えた若年者向けの消
費者教育でございます。徳島県では、平成 29 年度に県内全ての高等学校などで消費者庁
が作成されました「社会への扉」、こちらを活用しました授業を都道府県で初めて展開を
いたしました。この取組は、消費者庁、文部科学省、法務省、金融庁の 4省庁によりまし
て、若者への消費者教育の推進に関するアクションプログラムに反映されました。令和 4
年度から使用されております家庭科、公民科の教科書では、消費者教育の内容の充実が図
られております。少し資料を割愛させていただきます。さらに小・中学生に向けまして
は、県独自に消費者教育教材を作成いたしまして、ライフステージに合いました消費者教
育を推進しております。こうした学習によりまして、幼い頃から買い物や契約に関する慎
重な態度を養う、そういったことを通じて消費者被害の防止につなげるための系統的な消
費者教育を推進しております。実際に小学生向けの授業の様子を動画でまとめております
ので、そちらを御覧ください。 

(動画)…なって思うんですよね。ここなんです。ええー？そうそう。さっきね、同意で
成り立つって、同意したら成り立つってやりましたよね。そうなんです。これでいいっ
て言って、OK って言ったら契約って成り立つ。何でそれが大事かというと、やっぱり
成立した後は守る責任があるからですよね。 
さらに今年度は中学生教材の見直しを行っております。デジタル化の進展によりまし

て、社会情勢の変化に対応させるということと、あとタブレットなどを活用しました授業
支援につなげるための新たなデジタル教材の開発を進めているところでございます。ま
た、実際のトラブル事例から自分事としてイメージができるように、消費者庁とのプロジ
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ェクトによりまして作成しましたトラブル事例集、また、特別支援学校向けの消費者教育
教材、こちらの実践編をもとにいたしまして、徳島県独自に消費者被害未然防止のための
啓発動画を作成いたしまして、補助教材として提供をしております。動画はできるだけ短
く分かりやすい内容となっておりまして、小・中・高校、あと特別支援学校などで幅広く
活用いただいておりまして、県外からも活用の依頼をいただいております。こちらの動画
の例を御覧いただけたらと思います。 
（動画）「セイコさん、こっち、こっち。」「久しぶり元気そうだね。」「久しぶり。ごめ
んね。急に呼び出して。」「大丈夫、大丈夫。でも、話したいことがあるって、何？」
「実は、すっごくいい話があるんだ。」「いい話って？」「簡単にお金がもうかる方法が
あるんだけど、すごくもうかるんだ。今ならその方法を紹介した DVD が 10 万円で買え
るから、友だちに教えてあげてるんだよ。」「そんな方法あるの？それに、10 万円もする
の？」「本当にもうかるんだよ。ぼくも、尊敬する先輩から教えてもらったんだけど、
友だちを紹介すれば紹介料がもらえるから、10万円を払っても、すぐに戻ってくる
よ。」「でも私、今 10 万円も持ってないし。」「大丈夫。簡単にお金を借りられるところ
を、教えてあげるよ。」「10 万円って、大金だし、お金を借りるなんて、」「それくらいの
お金、すぐに戻ってくるって。もうからなかったら人に教えたりしないし、絶対に損し
ない方法をセミナーで教えてくれるから一緒に聞きに行こうよ。」「（心の声）そんなに
もうかってるのかなあ。断って嫌われるのもいやだしな、お金を借りても、友だちを紹
介したら、すぐに返せるかなあ。家族にはもうかってからびっくりさせよう。」「（ナレ
ーション）ちょっと待って。あなたなら買いますか、買いませんか。何がよくないの
か、考えてみましょう。」 

 
さらに、若者の消費者被害の未然防止、こちらに迅速に対応するために、県教育委員

会、さらに PTA連合会に、とくしま消費者見守りネットワーク、こちらに令和３年から
参画をいただいております。このネットワークの中では、消費者問題に関する情報共有や
協議などを行っておりまして、このネットワークを活用して最新のトラブル事例を直接学
校に届けることができるようになりました。トラブル情報につきましては、月１回の定期
的な発信、それと緊急時の発信を行っております。発信した情報は、県内の高校や大学、
専門学校、また PTA連合会を通じまして、それぞれのホームルームでありますとか、学
校集会、ホームページなどで活用をいただいております。昨年 10 月の末頃にテレビとか
新聞等で報道になったと思うんですけれども、クラス T シャツを注文したけれども届かな
い、そういった事例が多く発生しました。この事例につきましても、徳島県では県内であ
の事例が発生しました９月に緊急情報として県内に発信をいたしました。 
さらに、消費者トラブルに関する消費生活相談体制も強化しております。消費者庁新未

来創造戦略本部との実証事業の成果も踏まえまして、若者のコミュニケーションツールと
して定着をしております LINEを活用しました消費生活相談を開設いたしました。実際に
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若者からも相談が寄せられているところであります。例えば、家の中ではなかなか電話で
話がしづらいので、LINEのほうで相談したいと言った声も実際いただいておりまして、
若者の相談のしやすさにもつながっていると考えております。また、成年年齢引下げに対
応しました、様々な情報をまとめました特設Webサイト、こちらも県のホームページ上
に開設をしております。啓発のためのポスターとかチラシ、また成年になることで何が変
わるのか、どういったことに気をつけたらいいのか、そういったことが学べるような動画
を掲載しております。 
さらに、今年度ですけれども、YouTubeのバンパー広告を使いまして、若者に向けまし

た啓発動画を配信しております。スキップされないように、最後まで見ていただけるよう
に、6 秒広告でまとめておりまして、今から 3パターンをお見せしたいと思います。 

(動画)今ならお得！契約したけれどもやっぱり払えない。高額のエステ契約慎重に。こ
んなときは「188(いやや)」。 
(動画)1 回試してみよう。2 回目が来た。定期購入なの？購入条件、事前に確認！こんな
ときは「188(いやや)」。 
(動画)何？このメール。絶対にURLタップしない！こんなときは「188(いやや)」。 
 
また、デジタル化の進展に対応しました消費者教育も進めております。新型コロナウイ

ルスの流行でありましたり、GIGA スクール、こちらの構想への対応といったこともあり
まして、学校教育でも活用できるデジタルコンテンツといたしまして、「OUR(阿波)エシ
カルタウンで SDGs を学ぼう」こちらの教材を開発をしております。こちらは具体的にエ
シカル消費とか、消費者志向経営といった取組から SDGsが学べるような内容となってお
りまして、令和２年度からホームページで公開いたしまして、最新のアクセス数は約 73
万回になっております。こちらの紹介動画も御覧いただけたらと思います。 
（動画）徳島県では、SDGs を学ぶ消費者教育のデジタル教材「OUR(阿波)エシカルタ
ウンで SDGsを学ぼう」を作成しました。この教材では、持続可能な社会につながる
「エシカル消費」や「消費者志向経営」の取組から SDGsを学ぶことができます。ま
た、６つに分けられたコンテンツを活用し、目的に合わせたオリジナルの学びが可能
で、GIGAスクール構想やWeb 講座で活用できます。デジタル化が進行する中、若者・
職域・地域の消費者教育の深化や SDGs の実装につなげる手段のひとつとして、是非、
ご活用ください。 
 
こちらのサイトの中にございます「社会見学へゴー！」、こちらは実際の社会見学をイ

メージしたコンテンツになっております。エシカル消費や消費者志向経営に取り組む県内
の学校・事業者の取組を紹介させていただいております。昨年度１つの事業者と２つの学
校の動画を追加させていただきました。今年度も新たな動画を追加予定ですけれども、今
回は那賀高等学校のサイトを御覧いただけたらと思います。こちらは那賀高等学校のサイ
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トになりまして、見てみたい取組の写真をクリックいたしますと、説明と、さらにそれに
つながる SDGs のマークが示されます。具体的に那賀高校の取組動画も少し御覧くださ
い。 
（動画）「那賀高校エシカルクラブの服活の会場です。服活って、何ですか？」「タンス
で眠っている服や廃棄する服を回収し無料で譲渡する活動です。」「開催場所は？」「主
に那賀川の図書館や阿南市役所で活動しています。」「どんな服を回収していますか？」
「年齢関係なく子ども服から年配の方の服まで回収しています。」「どのような方法で回
収していますか？」「企業などに協力してもらい町外のスーパー等に回収ボックスを設
置しています。」「どんなチェックをしますか？」「服の汚れや毛玉がないか、色褪せて
いないか等。今年度は回収した服の 57％を譲渡することができました。」 
 
また、令和３年度には、消費者庁におきましてデジタル教材が開発されたんですけれど

も、徳島県といたしましても、県内の大学や高校、あと県消費者情報センターも、こちら
の教材検討、また、実証事業などで協力をさせていただいております。教材は動画やアプ
リ、多彩なコンテンツを選択できるようになっておりまして、高校生向けの教材と併せま
して、成年の方も学べる e-ラーニングのコンテンツも作成をされております。 
続きまして、今年の３月に県のホームページに公開をさせていただきました、消費生活

Web教材「今日から学べる 365 日WEB マガジン『月刊消費生活の超きほん』」、こちらを
紹介させていただきます。こちらは、学校を卒業して消費者教育を受ける機会が少なくな
ってきた世代の方を対象として作成をいたしました。消費者トラブルの防止やエシカル消
費、あと金融、環境、衣食住といった消費生活、あらゆる分野にわたる幅広い内容を学べ
る内容になっております。こちらをシミュレーションでありますとか、クイズ、コラムな
どを通じて隙間時間に楽しく学べるような内容となっております。こちらのサイトにアク
セスいただきますと、その日ごとに異なるメッセージがポップアップで表示をされるよう
になっております。実際このサイトを御覧いただくということが最も大事になりますの
で、先ほど説明させていただきました、このデジタル教材のホームページにリンクを貼ら
せていただいたり、あと今年度ですけれども、ターゲティング広告の配信を行っておりま
す。徳島県内の 18 歳以上の方をターゲットに、LINE でありますとか、Facebook といっ
た SNS に広告を配信をさせていただきまして、この広告をクリックすると先ほどのサイト
に誘導できるようにしております。これによりまして、サイトへのアクセス数が増えてお
りまして、5年 3月の開設以降、現時点、9 月末時点でアクセス数が約 8万 7,000回にな
っております。「徳島県 教材 超きほん」ということで検索いただきまして、皆様もぜ
ひ御活用いただけたらと考えております。 
これまで進めて参りました若者への消費者教育、こちらをさらに全世代に広げていくと

いうことで、幼児期から高齢者までのそれぞれのライフスタイル、それと特性に応じた消
費者教育も展開をしております。こちらは令和３年度末に策定いたしました、徳島県消費
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者基本計画におきましても、全世代への消費者教育、こちらを施策の横断的事項としてお
ります。説明は高齢者向けになるんですけれども、高齢者の方を対象に、インターネット
を安全・安心に利用いただくための教材を作成いたしました。サポート詐欺、フィッシン
グ詐欺といった具体的なトラブル事例から、解決までの手段が学べるような内容となって
おりまして、高齢者の皆様が自分事として捉えられるように、ドラマ仕立ての５分程度の
動画となっております。この動画に、さらに学習スライドを追加して、地域で、独自で教
材として活用いただけるように工夫をしたり、そのスライド教材のみを作成して、県のホ
ームページで公開をしておりますので、またこちらも御活用いただけたらと思います。昨
年度は、この動画を漫画で学べるようなテキストを作成いたしました。動画と併せて活用
することで知識の定着を図ることもできますし、このテキストを県内の金融機関とか、警
察、老人クラブと、いろんなところに配布をいたしまして、また様々な事業を通じて配布
をしているところであります。 
さらに、消費生活に関する専門知識を持つ方を消費者教育人材バンクに登録をいただい

ておりまして、小・中学校、あと高校や地域などでの出前授業を行っております。昨年度
は、大体延べ 118 回、約 1 万 2,000 人の方に受講をいただいております。 
最後に、国際交流を通じた次世代育成ということで、国際交流を通じまして、次代を担

う若者の育成を図るために、海外の大学と本県の大学等によります、消費者課題をテーマ
といたしましたオンライン交流も進めております。3年目となります今年は、県内の大
学、徳島文理大学、四国大学、鳴門教育大学、阿南高専、あとマレーシア、あとフィリピ
ン、タイ、それぞれの大学の学生さんの皆さんに参加いただきまして、「デジタル時代に
おける消費者行動のあり方」、こちらをテーマにオンラインでの交流を行っております。
先日 10 月の末に開催いたしました「とくしま国際消費者フォーラム」では、各大学の代
表の方に登壇いただきまして、意見交換を行ったところでありまして、今後、それぞれ議
論を重ねながら、それぞれ大学ごとに提言を動画にまとめていただいて、それを発信をさ
せていただく予定としております。こうした国際交流を通じまして、次代の消費者リーダ
ーを育成しますとともに、若者目線によりますメッセージを発信をしているというところ
であります。 
 
今後とも、消費者が主役の安全・安心な消費生活を実現するために、消費者教育を推進

して参りたいと思っております。御清聴ありがとうございました。 
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２．６ 現役大学生を交えての座談会 

 

■コーディネーター（加渡様） 
それでは、早速ディスカッションを始めて
まいりたいと思います。今回の連携フォー
ラム、テーマはデジタル社会、そして若
者、自治体です。消費者教育、消費者政策の推進という視点におきまして、さあ、この 3
者がどのように連携できるのか、協働できるのかを皆様と一緒に考えてまいりたいと思い
ます。まず、現役大学生の声を聞いてみましょう。七條さん。七條さん、小学校の先生を
目指していらっしゃるんですよね。 
 
■パネリスト（大学生・七條様） 
はい。 
 
■コーディネーター（加渡様） 
消費者って考えたときに、例えばずっと年齢が大きくなって、「はい、18歳になったから
今日からあなたは消費者です」という話じゃないですよね。もう小さいときから消費って
あると思うんですが、さあ、そのお立場から、今日の皆さんのご発表をどのようにお聞き
になりましたか。 
 

■パネリスト（大学生・七條様） 
はい、消費者教育をする上で、身近なこと
で自分が何ができるかとか、何に気をつけ
たらいいかというのをまずは知るところが
大事だなと私自身思っていて、その点で言
うと、私自身がまず知らないところがたくさんあるなというのを、今日皆さんのを聞いて
いて思いました。私が知らないということは、もちろん小学生、中学生、小さい子供にな
るほど知らないところが多いのかなと感じていて、実体験を交えながら、発表の分で言い
ますと、メルカリさんと協力して実際に販売してみるといったこと、そういった自分で行
動してみて考えてやってみるというところから、何が自分にできるかなとか、どういった
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ことに気をつけたらいいのかなというのを知って、学んでいくきっかけになるのかなと思
いました。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
ありがとうございます。七條さんからは大事なキーワードを 2つ頂きました。まずは知る
こと、そして体験ですね。実体験が大事なんだという大学生の生の声ですが、さあ、只川
さん、ズバリお聞きします。只川さんは今、短大 1 年生ですが、今までに消費者教育を受
けたことがありますか。どうでしょう。 
 

■パネリスト（大学生・只川様） 
はい、受けたことがあるんですけど、自分
が知っているのは、消費者ダイヤルが
「188」ということぐらいしか知らなかった
ので、今回のことで本当に起こった事例だとか、自分事とちゃんと考えるということが大
事なんだということを知ることができました。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
すばらしい、皆さん。ちゃんと彼女は「188・いやや」というのは知っていたんですが、
ごめんなさい、もうちょっと聞かせてください。「188」はどこで知りましたか。 
 
■パネリスト（大学生・只川様）   
「188」は自分が高校生だったときに、先生が消費者教育の授業をしてくれたことで知る
ことができました。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
分かりました。じゃあ、只川さんは今、短大の 1年生ですので、もう大学の入学式には成
人として入学されたわけですよね。その成人になる前の段階として、ちゃんと「188」は
高校の現場で学んできたということですよね。 
 
■パネリスト（大学生・只川様）   
はい、学びました。 
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■コーディネーター（加渡様）   
今、七條さんのお話にもありました。知らないことが多い。そこでです、高知県。さあ、
高知県の溝渕さんにお伺いしたいんですが、すばらしい動画の制作でしたよね。これはお
世辞でも何でもなくて、私、すごくびっくりしたんですが、問題は、これは知っている人
は知っている、知らない人は知らない。つまり情報って発信する側は一生懸命発信してい
ますと言うんですが、受ける側は自分にとってストライクじゃないと、「私、情報もらっ
ていません」って言いがちですが、この情報の届け方の難しさ、何か感じてらっしゃるこ
とありますか。 
 
■パネリスト（高知県・溝渕様）   
そうですね。例えば SNSで発信したり、YouTube、それからテレビでの CM、そのほかホ
ームページでも、あと先ほどの取組をお話しさせていただいたときにもデジタルサイネー
ジとか、そういったデジタルでのこともやるんですけれども、紙媒体も、まだまだやはり
高齢者の方とかもおられますし、そういったこともやるんですけれども、確かに加渡先生
がおっしゃられるように、非常に、届いているかというとどこまで届いているのかという
のは、ちょっとよく測れていないというところが実情です。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
それでも諦めずに、ここが連携ですよね。もう連携をして、そして輪を広げて、消費者教
育におけるコミュニケーションを進めていくというのが、この分野の課題となってくるん
ですが、もう一つの課題は、徳島市の川口さんにお聞きしたいんです。やっぱり自治体だ
けでできることは限りがありますよね。私も教育現場におりますが、教育現場だけででき
ることというのも難しい。そこで頂いたキーワードが、「公民連携」です。かっこいい 4
文字熟語ですけれども、ご苦労もあったんじゃないかと思います。ちょっと公民連携の苦
労話があったらご披露していただけませんか。 
 
■パネリスト（徳島市・川口様）   
先ほどの説明の中でも少し触れたんですけれども、やはり自治体、なかなか民間企業と連
携するというにあたっては、なぜその民間企業と連携するのかということについて、なか
なか二の足を踏むというところは実際多いです。特に、例えば委託をお願いするとかそう
いった経験もありますけれども、徳島市が進めるやり方というのが連携協定に基づいて、
徳島市からは特段お金というのを払っているわけではなくて、何かの社会課題の解決に向
けて民間企業が取り組もうとしていること、そこに向けて一緒に取り組むという姿勢でや
っているので、お金のつながりじゃない部分で関係をつくっていっているという状況で
す。でも、そうなったときにやはり民間の企業さんが何を求めているのかということにし
っかり寄り添わないと、民間企業からしても、そういう連携する熱量のない自治体にいつ
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までも付き合ってくれるというわけではないと思うので、そういったところに庁内の中の
コンセンサスを得たりだとか、そういったところは今後いろいろ課題になってくるのかな
と思っています。 
 
■コーディネーター（加渡様） 
大変難しいですよね。看板だけ掛けて、誰と連携するのかというのだけを求め過ぎると、
だんだん齟齬が生じてきますよね。だからおっしゃったように、どんな課題を解決するた
めにどこと連携をするのか、そこを明確にするということで、今回メルカリさんとの連携
がうまくいったということですよね。 
七條さん、メルカリって使ったことありますか。 
 
■パネリスト（大学生・七條様）   
はい、何度かあります。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
買ったことがあるんですか、それとも売ったことがあるんですか。 
 
■パネリスト（大学生・七條様）   
買ったことがあります。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
今回、徳島市さんとメルカリさんのいろんな連携事業をご発表いただいたんですが、率直
にどんな感想をお持ちですか。 
 
■パネリスト（大学生・七條様）   
面白いなとは思ったんですけれども、知らなかったので、それを知る機会がもっとあれ
ば、自分たちも関わることができるのかなと思いました。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
ごめんなさい、具体的にいきましょう。どうやったら七條さんや七條さんの周りのお友達
は今回の取組を知ることができたかと思いますか。 
 
■パネリスト（大学生・七條様）   
インターネットとか、私たちは SNS を使うことは多分多いと思うので、そういった場面で
発信してもらえるとか、あとは、私はこれから教員として教育の場で勤めていくので、そ
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ういった子供たちが情報収集できる場所で発信してもらえると、収集する側はもういろん
なところからいろんな情報を得るのかなと思います。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
なるほど。七條さんの世代だと、アンテナはいっぱい立っているわけですよね。なかなか
そこにパーンと引っかかってこないんだけれどもなあという感想ですかね。さあ、只川さ
んどうでしょう。メルカリをお使いになったことありますか。 
 
■パネリスト（大学生・只川様）   
ないです。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
メルカリという会社がどういうことをするのかはご存じでしたか。 
 
■パネリスト（大学生・只川様）   
知っていました。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
今回、リユース文化。リデュース・リユース・リサイクルで 3 R ですというのは学校で聞
いたことあると思うんですが、リユースする。もう 1回、自分の手を離れても誰かが使っ
てくれる、このリユース文化を広めようというのですが、只川さん、リユースされたもの
を使ったりする経験ってありますか。 
 
■パネリスト（大学生・只川様）   
リユースされたものを使う機会は、身内の人に服をもらうとかでやったことがあります。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
そうですよね。何を隠そう、私が今日着ておりますこの赤いジャケットなんですが、リユ
ースショップで買ってきました。リサイクルショップの商品なんですが、私もかなりリユ
ースショップは利用をしていますが、さあ、今度はそのメルカリの高橋さんにお伺いした
いんですが、徳島市と公民連携ということが進められているんですが、それが学校現場で
も授業として、教育現場でされている。実際の学生・生徒さんのその食いつきといいます
か、関心度ってどうでしょう。 
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■パネリスト（株式会社メルカリ・高橋様）   
そうですね、僕、前職が大学の教員だったり、中・高の教員だったりもするんですけれど
も、やはりこれまでの教育現場って、どうしても僕からすごく角が立った言葉で言うと、
「ごっこ」が多かったなと思っていて、「ごっこ」だったりとか、今の子たちはものすご
く賢いので、「これぐらいやっとけばいいんでしょ」とか、「先生、こういう答え期待して
るんでしょ」とか、そういう中でやっているので、本気でやってくれる子はほとんどいな
いんですね。なので、そういう子たちに大人と同じような体験をさせようとか、高校生な
ら高校生、大学生なら大学生が、「こんなこと私たちまでやっちゃっていいんですか？」
みたいな、高めのボールとかをどれぐらい提供できるかというのがミソだと思いながら提
供してやっています。こういった消費者教育の現場においても、保護の対象としてだけで
はなくて、消費者当事者として関わる、本物に若いうちから関わるというのがすごい大事
だと思っていまして、今日提案したものというのはベースは高校生ですけれども、小学生
などでも、大人がやるのと同じようなことを体験することで、危険性もそうだし、メリッ
トや可能性もそうですし、そういったものを学んでいただくというのは、すごく大事なん
じゃないかなと思います。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
ありがとうございます。またここで、2 つ大きなキーワードを頂きました。「本物である」
「リアルである」ということですね。「ごっこ」じゃ駄目だよという指摘をいただいたん
ですが、そういう意味で。さあ、徳島県の小溝さんにお伺いします。徳島県ではデジタル
教材がたくさん開発をされています。 
できるだけ「ごっこ」ではなくて、リアルなものをデジタルの中で見ていただこう、その
趣旨がよく分かるんですが、どうでしょう。これからデジタル教材の開発はまだまだ進ん
でいきますか。 
 
■パネリスト（徳島県・小溝様）   
そうですね、その世代ごとに応じたデジタル教材の開発というのはある程度完成をしてお
りますので、その更新を進めながら、レベルアップ、ブラッシュアップを図っていきたい
と思っているんですけれども、今後はそのデジタル教材をいかに活用につなげていくかと
いうところで、先ほどお話もいただいたところですけれども、皆さんに見ていただく、知
っていただくための工夫というのも進めていく必要があるかと思っております。なので、
先ほどご紹介した YouTube のバンパー広告ですけれども、こちらも、正直私が見たレベ
ルではちょっと早口なのかな、短いかなという印象を持っているんですけれども、若い職
員さんに聞いてみると、やはりこれぐらいのスピードは、もう常にそういうスピードに慣
れているし、短い動画のほうが最後まで見やすいんじゃないかと、そういった意見もいた
だいた上で完成した動画でありますので、これからもこういった皆さんの、若い方の意見
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も取り入れながら、より活用につなげていくような仕組みをつくっていきたいなと考えて
おります。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
まさに倍速消費で育った世代ですから、YouTubeとかいろんなものの動画は 1.25 倍とか
1.5倍で見る世代ですので、私たちが早口だなと思っても全然平気なわけですよね。また
そういう意味で、徳島県は県内だけではなく、あるいは国内だけではなくて、非常にグロ
ーバルなところに目を向けていらっしゃいますよね。海外の大学とオンラインで交流をす
る、これをもう少し聞かせてください。 
 
■パネリスト（徳島県・小溝様）   
県内の大学、四国大学さんもそうですけれども、鳴門教育大学さん、阿南高専さん、徳島
文理大学さん、こちらの大学の学生さんと ASEAN 諸国の大学生、今年はフィリピンとタ
イとマレーシアの学生に参加いただいたんですけれども、世界共通の消費者課題、こちら
をテーマにしまして、それぞれの大学で消費者課題について考えていただく、それをオン
ラインで意見交換する機会を設けまして、それぞれの国の実情でありますとか、それに対
してどう対応していくかという、そういった提言を意見交換をし合うオンライン交流とい
うのを進めております。今まではコロナもあってオンラインだけの交流だったんです。去
年、とくしま国際消費者フォーラムで意見を発表いただいたときもオンラインで参加いた
だいたんですけれども、今年やっとリアルでの交流が実現いたしまして、実際にステージ
に海外からいらっしゃった学生さんと県内の学生さんが対面で意見を発表して、その後の
交流も図っていただいたということで、若者目線での本当にリアルな発信もしていただき
ましたし、それぞれの学生さんにとっても今後の消費者課題を主体的に考えていくよう
な、そういったきっかけになったと考えておりまして、こういった交流をさらに深めてい
くような取組ができたらなと考えております。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
ありがとうございます。只川さん、やはり私たちが毎日食べたり使ったりしているもの
は、日本の国の中で、全部が最初の原材料を取ってから私たちが使うまで完結しているわ
けじゃないですよね。よく考えてみると、この原材料は何でできているんだろう、どこの
国で取れたんだろう、どこから来たんだろうと考えると、幾つも国境を越えてきている。
そういう意味で海外との交流というのは非常に大事になるんですが、どうでしょう。毎日
の消費生活の中で、これは何でできているんだろう、これはどこから来たんだろうと考え
ます？ 
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■パネリスト（大学生・只川様）   
あまり考えない機会のほうが多いです。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
じゃあどうでしょう。これからは、これってどこから来たんだろう、どういう人がつくっ
ているんだろうと考えたときに、何か自分の持っているものが世界とつながっているよう
な気がしません？ 
 
■パネリスト（大学生・只川様）   
気がします。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
何かそういうことを学んでいきたいですよね。でも、それが「ごっこ」じゃなくて体験が
大事というお話があったんですが、どうですか、消費者教育は、例えばどんなことをこれ
から学んでいきたいですか。 
 
■パネリスト（大学生・只川様）   
講義という形じゃなくて、さっきメルカリさんの人がしていたような、自分からできるこ
とをやっていくほうが、より自分で学んでいけるんじゃないのかなと思います。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
自分で EC ショッピングでちょっと出品をして、値段をつけて利益を得て、そういう体験
はしてみたいですか。 
 
■パネリスト（大学生・只川様）   
してみたいです。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
でもそれで、もしかしたら買ってくださった方からクレームが入るかも分かりません。そ
れにちゃんと対応できますか。 
 
■パネリスト（大学生・只川様）   
最初は難しいかもしれないけれども、経験を積んでいくことでどんどん上手になっていく
のでやっていきたいです。 
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■コーディネーター（加渡様）   
ありがとうございます。やはり体験を積む、リアルを触れる、これが今、若者がもしかし
たら求めている消費者教育なのかもしれません。そういった意味で七條さんは、先生とし
て、来年の春から教壇に立たれるんですが、どうでしょう。相手は小学生です。そんな難
しいことを言っても、「消費者教育です」とか言ってもなかなか分かりません。どういう
ふうな目線で小学生と接していきたいですか。 
 
■パネリスト（大学生・七條様）   
小学生は、まだ「契約」という言葉すら全然分からないと思うので、まずは自分の使って
いるものをどういうふうに大切に使っていったらいいかなとか、買い物をするなら何に気
をつけるべきかなというのを、すごく分かりやすい言葉、身近にある言葉を使いながら、
体験も踏まえて教えていけたらいいなと思っています。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
やはり身近な言葉で、相手に合わせて、そして体験も踏まえながらということですよね。
さあ、今までやはり年代に合わせた情報発信ですとか、何が大事かということを皆さんで
キーワードを拾いながら考えてまいりました。では、次のパターンとして連携です。高知
県の溝渕さん、これからどういった企業と、あるいはどういった業種と高知県は連携をし
ながら消費者教育・消費者政策を進めたいという希望を持ちですか。企業でもいいです
し、教育機関でもいいですし、また別の自治体という考え方でも構いません。「連携」と
いうキーワードでいかがでしょうか。 
 
■パネリスト（高知県・溝渕様）   
そうですね、今でも小・中・高・大のそれぞれの機関とは連携して取り組んでおります。
あと当然自治体と一緒にもやっております。ただ、まだまだ、今の小・中・高でも実際に
教育現場でやっと消費者教育も始まったばかりなので、これからもうちょっとさらに一緒
に取り組んでいくとか、今、高知県でも出前講座とかそういった形で進めておりますの
で、そういったところ強化はしていきたいと考えております。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
何か若い世代に特化した連携した取組というのはお考えですか。 
 
■パネリスト（高知県・溝渕様）   
そうですね、若い人との連携……、若い人となると、うーん……。 
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■コーディネーター（加渡様）   
やはり若い人に限らずに、全年齢をターゲットとして高知県としては全方位的に進んでい
くということでしょうか。 
 
■パネリスト（高知県・溝渕様）   
そうですね、やはり高知県の場合は若い人も当然そうですけれども、高齢化が進んでいて
高齢者の方も非常に多いということもあるので、やはり若い人もそうですけれども高齢者
向けの消費者教育というのも非常に重視しておりますので、両方ともしっかりやりながら
ということなので、確かに先生がおっしゃるように全方位的にやっていくという形になっ
てくると思います。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
ありがとうございます。徳島市の川口さん、SDGs 未来都市です。わくわくする徳島のま
ちづくりということがテーマとなっているんですが、これからの公民連携の徳島市の展望
があればお聞かせください。 
 
■パネリスト（徳島市・川口様）   
公民連携に関してはこれまでもやってきましたし、先ほど紹介した 30 の企業さんと包括
連携協定というのを締結しています。包括連携だけじゃなくて個別の分野の連携協定とい
うのもしているんですけれども、これからというのは、今まではどちらかというと、徳島
市が言っても行政として引っ張っていくという部分も多々あったとは思うんですけれど
も、 
多分、民間の取組をベースとしながらやっていくという部分が今後もっと強まってくるん
だと思います。最近話をしているところでしたら、先ほどの若者の話で言うと、特に行政
は若い人たちの意見を聞くというのはなかなか苦手なところもありまして、先月連携協定
を踏まえた企業になりますけれども、Z世代のマーケティングをしているような企業さん
と連携協定と締結しました。東京の Z 世代だとか、徳島の Z世代、そういったところを、
なかなか行政だけだとアプローチできないんだけれども、民間としてそういうアプローチ
をしたいんだという方もいらっしゃったんで、そういった民間企業さんとも連携して、ど
ちらかというとそういう民間企業さんの取組をベースとしながら行政の課題を乗っけてい
くところに発展させていきたいなと思っています。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
ありがとうございます。SDGs 未来都市、SDGsという観点だけを取りますと、もう 2030
年、あと 7 年ですよね。その中で、さあ、SDGs 17 のゴール、どの扉から入っていくかも
大事ですが、結局みんなつながっていきますので、その中でやはり消費者教育、12 番目の
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ゴール、使う責任、つくる責任を中心として、いろんな展開ができるのではないかという
徳島市のお取組、非常に楽しみです。さあ、そして高橋さん。メルカリさんとしては、ま
ずは徳島市と連携をしていただいて、メルカリ Shops ですとか、メルカリのボックス、あ
るいは出前授業等を展開してくださっているんですが、この先、どのようなわくわくする
展開が待っていますでしょうか。 
 
■パネリスト（株式会社メルカリ・高橋様）   
そうですね、消費者教育とはちょっと違う部分も含めてですけれども、やはり世界はもの
すごいスピードで進化していると思うんですね。やはりそういう時代の中で住んでらっし
ゃる消費者の方々と、どういったまちづくりだったり、新しい世界をつくれるかというと
ころを考えたときに、民間だけでやるとか、また行政だけでやるという時代ではなくなっ
てきていると思うので、そこは先ほど川口さんからウィン・ウィンという話がありました
けれども、ウィン・ウィンを見つけながら、より新しい民間だけではできなかったこと、
行政だけではできなかったこと、またそこに大学だったり、個人の若者たちだったりとい
う、今までなかった組み合わせで連携することによって、新しい社会を構築していった
り、未来をつくっていくというところが求められているのかなと思います。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
ありがとうございます。まさに今回のテーマですよね。今までなかった組み合わせで新し
い世界をつくっていく。 
非常に大事なキーワードだろうと思います。最後になりましたけれども。小溝さん、徳島
県としては、これから消費者教育新時代に入ってまいりますが、特に若年層に向けてどの
ようなことを重点的に展開をされていくおつもりでしょうか。 
 
■パネリスト（徳島県・小溝様）   
そうですね。先ほどおっしゃっていただいた、「知る」ということと、実際に体験、「ごっ
こ」じゃなくて体験する、そういったことを私も改めて実感させていただいたので、そう
いったキーワードをもとにこれから消費者教育、また普及啓発に取り組んでいきたいと思
っておるんですけれども、実際に若い方にも県の取組にも参画いただくような、そういう
取組を進めていきたいなと思っております。今年進めておりますのが、「とくしまエシカ
ルマルシェ」という事業がございまして、県内の全高校にエシカルクラブが設立されてお
りまして、そこのエシカルクラブでつくられた商品とか、県内の事業者がつくられたエシ
カル商品、こちらを消費者の皆さんに販売するようなイベントを今回手がけているんです
けれども、この企画段階から、高校生、大学生の皆さんにも入っていただいて、イベント
当日は皆さんが企画いただいたコーナーも設けて実際運営をいただきました。そういった
取組を通じて我々の政策のブラッシュアップにもなりますし、皆さんのさらなる取組の推
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進にもつながると思っておりますので、そういった機会をこれからも拡充させていきたい
と考えております。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
ありがとうございます。消費者教育は教えられるばかり、若い世代が教えられるばかりで
はなくて参画をしてもらう、そういう場をつくる、そういうお取組を進めていくというこ
とですね。さあ、今日座談会に出席をしてくださいました大学生お 2 人ですが、七條さ
ん、どうでした？ 今日の座談会の感想は。 
 
■パネリスト（大学生・七條様）   
はい、私自身が知らなかったことをまずたくさん知ることができてよかったなと思ってい
ます。それから、子供たちに教えていくときに自分事として考えることであったり、また
実体験を踏まえること、「ごっこ」じゃなくて体験にして自分のものにしていくというの
が大事なんだなというのを改めて感じることができました。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
ありがとうございます。緊張しました？ちょっとだけ？ ちょっと緊張しました？ありが
とうございます。只川さん、今日の座談会、どんな感想をお持ちでしたか。 
 
■パネリスト（大学生・只川様）   
消費者問題といったら若い子とかに教えるのが多いのかなと思っていたんですけれども、
こう話してくれている中で、どの世代の人にも必要な教育だということが知れたので、私
も家に帰って家族とかに伝えようかなと思いました。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
さあ、只川さん、今日おうちに帰っておうちの人に、まず何を伝えますか？ これを伝え
る、何でしょう？ 
 
■パネリスト（大学生・只川様）   
本当にいろいろあるんですけれども、やはり自分事として捉えるが大事だよというのを最
初に伝えてから、今日教えてもらったことを伝えていこうかなって思います。 
 
■コーディネーター（加渡様）   
ありがとうございました。デジタル社会、そして若者、自治体の連携ということで皆様か
ら意見を頂戴してまいりましたこのディスカッションですが、いよいよまとめに入りたい
と思います。大事なことは情報を届けること、そしてさらには体験、リアルな体験をする
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こと、「ごっこ」ではなくてリアルな現場が体験できる教育を目指していくことが、非常
にこれからは求められるのではないかということもございました。そのためには、行政だ
けではできない、教育機関だけでもできない、企業だけでもできない、そこに連携という
2 文字が生まれてまいります。それぞれがそれぞれの役割と強みを生かしながら、教える
だけ、教えられるだけではなくて、参画ができる、自分事として消費者問題、消費者政策
に取り組んでいける、そのような社会を、地方連携推進として今後は取り組んでまいりた
いと思います。本日はこれでディスカッション終了したいと思います。どうもありがとう
ございました。 
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２．７ 閉会挨拶 

 

 
消費者庁 地方協力課長の加藤でございま

す。皆様、本日は長時間にわたりまして御
参加をいただき誠にありがとうございまし
た。 
ここまで各自治体の皆様、事業者の皆様からそれぞれの取組について御紹介をいただい

て参りました。 
高知県様からは、県内の若者の消費者トラブルと消費者問題を自分事として捉えてもら

うような動画コンテストの御紹介をいただきました。若者自ら考えてもらう点ですとか、
若者の情報収集手段を踏まえた取組ということで大変参考になりました。 
徳島市様からは、SDGsの「Co×Lab Tokushima」のプロジェクトについて御紹介をい

ただきました。公民連携の取組でとても魅力的な内容でお聞かせいただきました。 
株式会社メルカリ様からは、自治体と連携したリユース促進の取組についてお話をいた

だきました。全国の小・中・高校でのメルカリ Shops を活用したリユース販売実習の授業
など、デジタル技術を活用した消費者教育の興味深い事例としてお話を頂戴しました。 
徳島県様からは、消費者教育のデジタル教材、「OUR(阿波)エシカルタウンで SDGsを

学ぼう」の中で楽しく学べるWeb マガジンですとか、またWeb ターゲティングの広告の
話、ドラマ仕立ての漫画による消費者教育のお話など、工夫が散りばめられた取組の御紹
介をいただきました。 
後半の座談会におきましては、大学生のお 2 人、また事業者の方、自治体の方それぞれ

のお立場から、座長のコーディネートの中で、消費者行政についての活発な御議論をいた
だきました。中でも、知る機会、実体験が大事であるということ、本物に触れるというこ
と、また関係機関との連携であるといったこと、こうしたポイントについて大事な御示唆
をたくさん頂きまして、誠にありがとうございました。 
本日のフォーラムが参加者の皆様にとりまして参考になりましたら誠に幸いでございま

す。消費者庁におきましても、今後とも消費者行政のさらなる充実に向けまして取り組ん
で参りますので、引き続き御協力いただけますと幸いでございます。 
改めまして、御参加いただきました皆様に御礼を申し上げまして、閉会の挨拶とさせて

いただきます。本日はどうもありがとうございました。 
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第３章 開催速報 
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第４章 アンケート 

４．１ アンケート概要 

■アンケートへの御協力依頼・周知方法 
開始前及び終了時に御案内 

 
■アンケートの回答方法 

Zoom退出後自動アンケートフォームの立ち上がりにより回答 
 
■アンケートの回答率 

参加者111名のうち、回答者87名（78.4％） 
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４．２ アンケート集計結果 

 
１．あなたの属性を選択してください。 

（回答数87名） 

  

9%

8%

74%

9%

あなたの属性を選択してください。

一般消費者

消費者関係団体

行政職員（地方）

行政職員（国）

1 あなたの属性を選択してください。 回答者 比率
一般消費者 8 9.2%
消費者関係団体 7 8.0%
行政職員（地方） 64 73.6%
行政職員（国） 8 9.2%
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２．あなたの年齢を選択してください。 

（回答数87名） 
 

  

16%

14%

15%34%

21%

あなたの年齢を選択してください。

20歳未満
20代
30代
40代
50代
60代
70歳以上

2 あなたの年齢を選択してください。 回答者 比率
20歳未満 0 0%
20代 14 16%
30代 12 14%
40代 13 15%
50代 30 34%
60代 18 21%
70歳以上 0 0%
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３．視聴いただいている都道府県を選択してください。 

（回答数87名） 
  

3 視聴いただいている都道府県を選択してください。 回答者 比率
宮城県 1 1.1%
秋田県 2 2.2%
福島県 3 3.3%
茨城県 3 3.3%
埼玉県 1 1.1%
千葉県 6 6.5%
東京都 10 10.9%
神奈川県 3 3.3%
新潟県 1 1.1%
石川県 1 1.1%
岐阜県 2 2.2%
三重県 1 1.1%
京都府 5 5.4%
滋賀県 1 1.1%
京都府 5 5.4%
大阪府 1 1.1%
兵庫県 5 5.4%
奈良県 1 1.1%
和歌山県 1 1.1%
鳥取県 2 2.2%
岡山県 1 1.1%
広島県 3 3.3%
徳島県 9 9.8%
香川県 6 6.5%
愛媛県 4 4.3%
高知県 5 5.4%
福岡県 1 1.1%
佐賀県 1 1.1%
長崎県 1 1.1%
宮崎県 1 1.1%
鹿児島県 3 3.3%
沖縄県 2 2.2%

1.1%
2.2%

3.3%3.3%

1.1%

6.5%

10.9%

3.3%

1.1%1.1%
2.2%

1.1%

5.4%

1.1%

5.4%

1.1%

5.4%

1.1%1.1%
2.2%

1.1%

3.3%

9.8%

6.5%

4.3%
5.4%

1.1%1.1%1.1%1.1%

3.3%
2.2%

宮
城
県

秋
田
県

福
島
県

茨
城
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

石
川
県

岐
阜
県

三
重
県

京
都
府

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

岡
山
県

広
島
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

0.0%
2.0%
4.0%
6.0%
8.0%

10.0%
12.0%

視聴いただいている都道府県を選択してください。
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４．１ 本フォーラムを何でお知りになりましたか。 

（回答数87名） 
 
 
４．２ 上記でその他を御回答された方は、その内容を御記入ください。 
・消費者庁新未来創造戦略本部からの取組報告依頼 
 

  

25.3%

57.5%

3.4%

1.1%

10.3%

2.3%
本フォーラムを何でお知りになりましたか。

消費者庁・その他のウェブサイトで知った

都道府県や市町村等への案内で知った

消費者関係団体等への案内で知った

消費者庁公式SNSで知った

知人や友人から聞いた・誘われた

その他

4 本フォーラムを何でお知りになりましたか。 回答者 比率
消費者庁・その他のウェブサイトで知った 22 25.3%
都道府県や市町村等への案内で知った 50 57.5%
消費者関係団体等への案内で知った 3 3.4%
消費者庁公式SNSで知った 1 1.1%
知人や友人から聞いた・誘われた 9 10.3%
その他 2 2.3%
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５．本フォーラムの内容に満足されましたか。 

（回答数87名） 
 

  

43.7%

35.6%

18.4%

2.3%

本フォーラムの内容に満足されましたか。

5（そう思う）

4

3

2

1（そう思わない）

5 本フォーラムの内容に満足されましたか。 回答者 比率
5（そう思う） 38 43.7%
4 31 35.6%
3 16 18.4%
2 2 2.3%
1（そう思わない） 0 0.0%
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６．本フォーラムで紹介した取組内容を、今後の業務・活動に活かしたい、具体的な
取組を検討していきたいと思いますか。 
 

 

（回答数87名） 
 
 

  

32.2%

34.5%

32.2%

1.1%

具体的な取組を検討していきたいと思いますか

5（そう思う）

4

3

2

1（そう思わない）

6
本フォーラムで紹介した取組内容を、今後の業務・活動に活かしたい、
具体的な取組を検討していきたいと思いますか。

回答者 比率

5（そう思う） 28 32.2%
4 30 34.5%
3 28 32.2%
2 1 1.1%
1（そう思わない） 0 0.0%
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７．本フォーラムで参考となったコンテンツはありましたか。（複数回答可） 

 

  

22.2%

12.3%

26.6%

20.2%

18.7%

本フォーラムで参考となったコンテンツはありましたか。

「若者の消費者被害の防止に向けて」

「パートナーシップによるSDGｓ未来都市の
実現」

「自治体と連携したECやフリマアリ等を活
用した社会課題解決への取組」

「徳島県における消費者教育の取組につい
て」

現役大学生を交えての座談会

7 本フォーラムで参考となったコンテンツはありましたか。（複数回答可） 回答者 比率
「若者の消費者被害の防止に向けて」 45 22.2%
「パートナーシップによるSDGｓ未来都市の実現」 25 12.3%
「自治体と連携したECやフリマアリ等を活用した社会課題解決への取組」 54 26.6%
「徳島県における消費者教育の取組について」 41 20.2%
現役大学生を交えての座談会 38 18.7%
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８．次回はどのような内容をお聞きになりたいですか？ 

 

（回答数87名） 
 
  

6.9%

3.4%

21.8%

13.8%
10.3%

40.2%

3.4%

次回はどのような内容をお聞きになりたいですか？

消費者志向経営の推進

公益通報者保護制度の実効性の向上に向けた取組

消費者安全確保地域協議会（見守りネットワーク）の更な
る活用
エシカル消費の普及啓発

消費者向け食品ロス削減啓発

若年者向けの消費者行政全般に関する情報発信・普及啓発

その他

8 次回はどのような内容をお聞きになりたいですか？ 回答者 比率
消費者志向経営の推進 6 6.9%
公益通報者保護制度の実効性の向上に向けた取組 3 3.4%
消費者安全確保地域協議会（見守りネットワーク）の更なる活用 19 21.8%
エシカル消費の普及啓発 12 13.8%
消費者向け食品ロス削減啓発 9 10.3%
若年者向けの消費者行政全般に関する情報発信・普及啓発 35 40.2%
その他 3 3.4%



p. 49 
 

９．御自身の都道府県・市町村においても、本フォーラムを開催したい（してほし
い）と思いますか？ 

（回答数87名） 
以上 

18.4%

14.9%

43.7%

5.7%

17.2%

本フォーラムを開催したい（してほしい）と思いますか

5（そう思う）

4

3

2

1（そう思わない）

9
御自身の都道府県・市町村においても、
本フォーラムを開催したい（してほしい）と思いますか？

回答者 比率

5（そう思う） 16 18.4%
4 13 14.9%
3 38 43.7%
2 5 5.7%
1（そう思わない） 15 17.2%
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